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「グローバルジュニアドリーム事業」は、昭和５４年の国際児童年を記念し実施された、沖縄県へ

の派遣交流を活動内容とする「熊本県少年の船・友好の翼事業」を前身として始まりました。本事業

の目的は、未来の熊本を担う肥後っ子に、台湾への派遣交流や「夢」についての講話を通して、

自分の夢と可能性を発見する機会を提供するとともに、郷土熊本に誇りを持ち、グローバルな

視点から思いやりとたくましさを持った子どもを育成することです。 

平成２６年度から毎年、熊本県と熊本市が「友好交流協定」を結んでいる台湾高雄市へ約 

３０人の団員を派遣してきましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年度は  

事業を中止しました。 

 令和３年度、４年度は台湾への派遣交流は中止しましたが、台湾との交流を継続するために

県内版のグローバルジュニアドリーム事業としてオンライン研修を実施しました。本年度は、

小中学生２９人、高校生リーダー６人の合計３５人を熊本青少年大使として、通算８回目の台

湾派遣を行いました。 

派遣するにあたり、木村敬熊本県知事から、熊本の秘めた可能性や熊本と台湾の関係についての話

があり、その後、団員一人ひとりに青少年大使任命書の授与を行いました。 

本研修では、高雄市の青少年たちとの交流をはじめ、ＴＳＭＣ関連施設、高雄市内の名所の視察研

修などを行い、台湾の方々の温かさや熊本との歴史的なつながりなど、直接肌で感じる良い機会にな

ったと思います。ジュニアカーニバルでは、将来の夢について綴り、語ることで、夢実現とそれに向

けた身近な目標が明確になったことでしょう。 

この事業で、初めて出会った小学生から高校生までの仲間たちが行動を共にし、お互いに目的を持

って助け合い励まし合うことで、自分自身を見つめ直し、自分の可能性を伸ばす良い機会になったこ

とと思います。 

 今後、参加された団員の皆様が今回の研修で学んだことを生かしながら、それぞれの夢に向かって

健やかに成長されることを期待しています。 

 最後になりましたが、本事業の実施にあたり、御支援、御協力をいただきました高雄市政府教育局

をはじめ、高雄市立楠梓中学校、楠梓小学校、楠梓高校、関係の皆様方に心から御礼申し上げます。 

 

  

熊本県環境生活部県民生活局くらしの安全推進課  

課長 岸森 法夫  

 
 
 

 
 

 

 

令和６年度（２０２４年度）グローバルジュニアドリーム事業は、数多くの成果を上げて終了するこ

とができました。保護者の皆様をはじめ、関係者の皆様の御協力に深く感謝いたします。 

また、事業の実施にあたって、菊陽町や善意銀行様、その他研修の実施にお力添えをいただいた皆様

方に、心より御礼申し上げます。 

日本、熊本を海外から見る機会を得て、改めて郷土の良さを再発見することができ、たくさんの友情

も芽生えました。また、自分の「夢」についてしっかりと考える契機にもなったと思います。 

「グローバルジュニアドリーム事業」に参加した全員の思いがこの一冊に収められています。折に触

れ、読み返していただけたら幸いです。 

本事業に参加した団員の皆さんの健やかな成長をお祈りいたします。 

 

 

熊本県環境生活部県民生活局くらしの安全推進課 

熊 本 県 青 少 年 育 成 県 民 会 議 事 務 局 

編 集 後 記 



 
 

本研修：８月５日（月）～８月８日（土）３泊４日 場所：台湾（高雄市・新竹市） 
事前研修会：７月２０日（土） 事後研修会：８月２４日（土） 

（スタッフ・リーダー研修会：７月６日（土）及び７月２７日（土）） 

 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

○県知事やその他の職業の方による
講話 

 ○自分の「夢」や将来について考えるキャリ
ア教育 

   

○台湾での活動 
【高雄市の青少年たちとの交流、
TSMC 関連施設や高雄市内の見学
等】 

 

○異国の文化に触れ、日本や郷土熊本を再
発見する。 

○グローバル社会に視野を広げ、「生きる
力」を育む。 

○仲間との絆を深める。 

   

○事前研修 
〇事後研修 

 
〇本研修に向けての仲間作りや準備 
○研修を生かし、県民や学校等に活動報告

を行う。 

熊本県では、「子どもたちが夢を持ち、それに向かって挑戦することができる社会」をめざしています！ 

現代の子どもたちを取り巻く環境 

・インターネット、ゲーム依存 

・家庭や地域の教育力の低下 

・地域交流の希薄化 

↓ 

・コミュニケーション能力の低下 

・生活体験の不足 

 

グローバルジュニア 

ドリーム事業 
「夢」についての講話や 

海外（台湾）での活動 

期待できる効果 

・自分の夢と可能性を考える機会 

・日本、郷土熊本に対する誇り 

・グローバルな視点から「生きる

力」を身につける 

・コミュニケーション能力の向上  

昭和５４年から、熊本・沖縄両県の少年が相互に

訪問し合い、交流を続けてきた。 

（「熊本県少年の船･友好の翼」事業等） 

平成２１年度から、「夢」をテーマに県内での各種

体験活動及び交流活動に、趣旨・内容を変更し

実施。 （「ジュニアドリーム」事業） 

事業の経緯 団の構成 

事業内容 

未
来
の
熊
本
を
担
う
肥
後
っ
子
の
育
成 

○スタッフ 

県、教職員、県警職員、看護師等（９人） 

○リーダー：県内の高校生（６人） 

○ 団 員  ：県内の小学６年生～中学３年生 

（２９人） 

平成２９年１月に、台湾の高雄市、県、熊本市の 3 者で締結した「友好交流協

定」における教育交流分野を具体化する事業として実施 
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１ はじめに 

 本県では、昭和５４年の国際児童年を記

念して「熊本県少年の船事業」を開始し、

後継の「熊本県少年友好の翼事業」「熊本県

ジュニアチャレンジ事業」まで、沖縄県で

の体験・交流活動を行ってきた。 

平成２１年度からは、「熊本県ジュニアド

リーム事業」として活動の場を県内とし、

自分の夢と可能性を発見する機会を提供す

るとともに、思いやりとたくましさを持っ

た子どもの育成をめざして、様々な活動を

行ってきた。 

平成２６年度から令和元年度まで、その

活動の場を海外（台湾）に移し、より活動

内容を充実させた「グローバルジュニアド

リーム事業」を実施してきた。新型コロナ

ウイルスの影響により令和２年度は事業を

中止、令和３、４年度は台湾への派遣は中

止したもののオンラインで高雄市との交流

を実施、今年度は８回目の台湾派遣となっ

た。 

 

２ 募集・選考 

 県のホームページに掲載するとともに、

県内の各学校に団員募集要項を配布し広報

活動を行った。 

定員を大きく超える応募があり、第１次

選考（書類審査）、第２次選考（集団面接）

を行い、団員２９人を決定した。 

また、団員の活動支援を行う高校生リー

ダーにも多くの応募があり、書類審査と面

接選考の結果６人を決定した。 

 

３ 結団式・事前研修会（７月２０日（土）） 

 この日、初めて顔を合わせた団員は、緊

張の面持ちで、結団式や台湾についての研

修等に臨んだ。 

 熊本ＹＭＣＡ

学院に在籍する

台湾からの留学

生に講話をいた

だいた。台湾についての基礎的な情報に始

まり、台湾グルメや日常会話について、時

には笑いを交えて教えていただいた。クイ

ズの場面では大盛り上がりで、正解者には

台湾のお菓子をいただくなど、団員も楽し

みながら学ぶことができた。   

午後からは、木村敬熊本県知事からの講

話及び意見交換、熊本青少年大使任命式、

本研修や事後報告に関する研修と続いた。 

知事からの講話では、熊本の秘めた可能

性や熊本と台湾の関係性についての話があ

った。農産物や観光地など、熊本には全国

に誇れる様々なことがあることを学び、熊

本から台湾に行くのに掛かる時間は、熊本

から東京まで行くのとほとんど変わらない

という話があり、台湾を身近に感じること

ができた。最後に、時代の変化を捉えて変

化できる人間になりましょうとのメッセー

ジが送られた。講話の後は、「知事と語ろう」

と題し、知事と意見交換を行った。団員か

らは積極的に知事への質問や意見が出てい

た。その後、熊本青少年大使任命式では、

くまモンが

登場し、団

員は知事か

ら直接任命

書を受け取

った。 

 

４ 本研修（８月５日（月）～８日（木）） 

（１）１日目 

 阿蘇くまもと空港に集合し出発式の後、

しばし保護者とお別れとなった。空港職員

の皆さんの御協力のもと、空港のお仕事に

ついての講話と、熊本地震後に建て替えら

れた新しい空港の案内を行っていただいた。

空港内は県外

から来た人に

熊本の魅力が

伝わるような

工夫が様々な

令和６年度（２０２４年度）グローバルジュニアドリーム事業の概要 
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ところにほどこされていた。搭乗手続き後、

桃園国際空港へと向かい、台湾到着後にホ

テルへ移動し、一日目を終えた。 

 

 

（２）２日目 

  ＴＳＭＣ本社にある博物館「台積創新館」

を訪問し、創業の歴史や半導体について学

んだ。その後、台湾高速鉄道に乗り高雄市

へ移動。高雄市到着後に、高雄市歴史博物

館で高雄市の成り立ちや、日本との関わり

について学んだ。その後、高台にある市内

最古の西洋建築の旧英国領事館から高雄市

の街並みを見て、夜は天井がステンドグラ

スでできておりその美しさが有名な美麗島

駅、台湾名物の夜市見学を行った。夜市で

は、熊本では見られないような食材が売っ

てあったり、台湾の方が夜市で夕食をとっ

ている様子を見られたりと、台湾の文化を

肌で感じることができた。 

 

（３）３日目 

本研修の主

たる目的であ

る台湾の青少

年との交流会

を行った。交

流会の会場である高雄市立楠梓中学校には、

近隣の楠梓小学校、楠梓高校の生徒も集ま

っていただいた。楠梓小学校による歓迎の

ディアボロの披露に始まり、高雄市政府教

育局を初め、関係各校の熱烈な歓迎を受け

た。交流会では、代表が「くまモンと熊本

県の概要」、「熊本の名物（お菓子やごはん）」、

「阿蘇について」を紹介した。また、高雄

市側の紹介も聞くことができた。本県の紹

介ではくまモン体操を披露し、会場は笑い

に包まれた。その後、英語やジェスチャー

を使い、けん玉やだるま落としを通して交

流を深めた。団員の中には、通訳を介さず

にスマートフォンの翻訳アプリを使って意

思疎通を図ったり、ジェスチャーをしなが

ら会話をした

りする光景が

見られた。昼食

は一緒に弁当

を食べ、午後か

らは校種毎に

分かれて体験

授業を受けた。小学生はディアボロ体験、

中学生は電子マジックミラー作成、高校生

はパイナップルケーキ手作り体験をした。

途中休憩では、高校生グループが作ったパ

イナップルケーキが全員に振舞われ、タピ

オカミルクティーとともに食べることがで

き、子ども達はリラックスして交流を深め

た。最後に、「本日の交流会で学んだこと」

の発表会をし、お別れとなった。 

交流会を終え、お土産屋さんに立ち寄り、

ホテルに戻り夕食を取った後、夜はジュニ

アカーニバルを行った。夢未来予想図の発

表では、皆で将来の夢について語り合い、

レクレーションでは班で団結して活動を行

い、大いに盛り上がった。 

 

（４）４日目 

朝食後、高雄

市を代表する

観光地、蓮池譚

を訪れた。残念

ながら塔は工

事中だったが、

中の様子を見学したり、写真撮影をしたり

して高雄訪問の記念とした。見学後は高速
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鉄道で桃園に向かい、桃園国際空港へ。出

国手続き後、阿蘇くまもと空港へ飛び、無

事家族の待つ熊本へ帰国した。空港へ到着

すると保護者が笑顔で出迎えてくれた。解

散式では、台湾で過ごした日々を振り返り

つつ、仲間との一時の別れを惜しんで解散

した。 

 

 

５ 事後研修会（８月２４日（土）） 

 午前中は、本研修の学びを新聞形式にま

とめたものを班の中で報告し、次に全体に

向けて発表を行った。同じ行程を過ごした

ものの、団員それぞれが学んだこと、感じ

たことの発表を

聞くことができ

た。保護者の方も、

どのような本研

修を過ごしたの

か、熱心に耳を傾

けている様子だ

った。 

 昼食をはさみ、味千ラーメンでおなじみ

の、重光産業株式会社 重光悦枝さんによ

る「夢」講話を実施した。「『自分は自分の

主人公』～世界でただひとりの自分を創っ

ていく責任者～」と題し、高校生の時にア

メリカにホームステイに行ったことを初め、

現在も海外に展開している店舗に足を運ぶ

ことや、ご自身の経験を踏まえたお話を聞

くことができた。講話の中で、「物事はうま

くいくことば

かりではなく、

時には挫折を

することもあ

るけれども、

決断は自分で

すれば後悔を

することはな

い。」「壁が立ちはだかることもあるが、自

分で決断して絶対に諦めないで行動をすれ

ば、次に新しい道が拓ける」など、夢の実

現に向けたたくさんのメッセージをいただ

いた。講話の後の質疑応答では団員から多

くの質問が出て、「海外進出の際、気に掛け

ていることはあるか」という問いに対し、

「その国の人達が何を求めていて、何をす

ると喜んでもらえるかを考えている。その

国が発展することに貢献できることが一番

大事だと考えている。」といったやりとりが

あった。 

 その後、お別れ会で班ごとの思い出の品

を作り、閉会とした。いつまでも名残はつ

きなかったが、それぞれの夢の実現を願っ

て、解散した。 

 

 

６ おわりに 

本研修は、充実した４日間を過ごすこと

ができた。初めて海外へ行く団員も多い中、

高雄市の視察、現地の青少年との交流会、

ジュニアカーニバルと、年齢を超えて団員

が協力することで、目的を十分に達成する

研修となった。特に、高校生リーダーの事

前の準備や研修における気配り、リーダー

シップは、団員にとって大きな支えとなっ

た。そして、全日程を無事に終えることが

できたのも、保護者や関係者の方々の温か

い御支援と御協力のおかげだと思う。 

 互いに知らなかった子どもたちが打ち解

け、仲良く過ごすことができたのは、本人

たちの心がけはもちろんのこと、高校生リ

ーダーやそれを支えた成人スタッフの力も

大きかったように思える。 

 親元を離れ、海外で過ごした４日間は、

団員にとってとても貴重な経験であり、本

事業の目的を十分に達成し、青少年の健全

育成に大いに貢献できたものと受け止めて

いる。このような機会を次の世代にもつな

げていきたいと切に思う。 
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高雄市歴史博物館 台積創新館

令和６年度（2024年度）グローバルジュニアドリーム事業日程

 
研修 日  付 内    容 場   所 

事

前

研

修

会 

７月２０日（土） 

・事業概要説明 

・台湾からの留学生による講話 

・熊本県知事講話 

・知事と語ろう（対話） 

・青少年大使任命式 

・保護者説明会 

 

熊本県庁 

 

本 

 

 

研 

 

 

修 

８月５日（月） 

   ～ 

８月８日（木） 

８月５日（月） 

・熊本空港集合【１５：００】 

・熊本空港施設見学・講話 

・熊本空港→桃園国際空港（飛行機） 

・桃園市ホテルへ（バス） 

 

 

 

 

桃園市ホテル泊 

８月６日（火） 

・ＴＳＭＣ台積創新館見学 

・新竹駅から高雄左營駅へ移動（台湾高速鉄道） 

 ・高雄市内視察 
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８月７日（水） 

・高雄市立楠梓中学校にて交流会 

（近隣の小学校、高校も来校） 
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る講話・本研修の活動決め

7



88



©2010熊本県くまモン

事前研修会

県知事講話、知事と語ろう
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TSMC、高雄市内視察
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高雄市青少年との交流会
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